
 

        

第  章 津奈木町の現状                          

２－１．地勢・地理                             

津奈木町は、熊本県南部に位置し、東南北の三方を標高 260m～520ｍの山に囲まれ、西は八代海

に面した急傾斜帯となっています。また、町の総面積は 34.08ｋｍ2で、その約 64％が山林で占め

られている一方、平坦部面積は僅か 2～3％に過ぎず、傾斜の多い地形です。 

 

２－２．人口                               

（１）人口分布および推移 

本町の総人口は減少傾向にあり、主な要因として自然減が大半を占めている状況です。人口減

少とともに高齢化率も進行してきており、将来推計人口によると、令和１２年には 47.2％にまで

上昇すると予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-1 総人口の推移・高齢化率 

２ 

表 2-2 自然増減・社会増減の推移 

出典：令和 2年国勢調査        

国立社会保障・人口問題研究所推計

出典：住民基本台帳に基づく人口

人口動態及び世帯数調査 

km 
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津奈木駅 

図 2-3 人口分布 500ｍメッシュデータ 

出典：令和 2年国勢調査

人口（総数） 

1～ 36 未満

36～ 74 未満

133～275 未満

275 以上     
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（２）周辺地域への流出・流入動向 

津奈木町に居住する就業者および通学者のう 

ち、1,230 人が町内で移動を完結しています。 

津奈木町外との流動動向をみますと、特に隣接 

する水俣市と芦北町との流動が多い傾向にあり 

ます。 

また、流出流動が流入流動を 756 人上回って 

おり、町外への通勤・通学が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３．観光                              

これまで、本町では「緑と彫刻のあるまちづくり」を推進しており、町のシンボルである重盤

岩、芦北海岸県立自然公園の指定を受けているリアス式海岸などの美しい自然環境の象徴として

の「緑」と、町内 16 箇所に設置している野外彫刻をはじめとした文化的な町づくりのシンボルで

ある「彫刻」の融合をテーマにしたまちづくりを展開しています。 

観光の拠点施設であるつなぎ温泉四季彩やつなぎ百貨堂、つなぎ美術館の観光入込客数（下表

1-5）は、新型コロナウイルス感染症拡大により、令和２年で年間約 10 万人と大幅に減少しまし

たが、その後、感染状況が落ち着いたこともあり、現在はコロナ禍前の通常数値まで回復してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 2年国勢調査

図 2-4 通勤・通学流動 

津奈木町 

芦北町 

水俣市 

出水市 

八代市 

熊本市 

84 
20 

53 

12 

町内での勤務・通学者 

1,230 人 

225 
727 

33 ４ 

240 147 

出典：熊本県観光入込客統計調査

表 2-5 津奈木町観光客数 

凡例 

津奈木町外への通勤・通学者 

津奈木町への通勤・通学者 

※両方面の移動がともに５人未満の移動は省略 
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２－４．主な施設の立地状況                        

主な公共・観光施設は、津奈木駅付近の国道３号沿いに集中して立地していますが、高校や総

合病院はなく、最寄りは水俣市または芦北町となります。 

                図 2-6 主要施設の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水俣駅 

新水俣駅 

芦北高校 

三ツ島海水浴場 

小学校・中学校・高校 

病院 

役場・市役所 

公共施設・観光施設 

国道 

肥薩おれんじ鉄道（駅） 

 

佐敷駅 

芦北町役場 

旧赤崎小学校 

旧平国小学校 

水俣高校

水俣市役所

津奈木町役場 

総合運動公園 

湯浦駅 

 N 

津奈木小学校 

津奈木中学校 

つなぎ百貨堂 

つなぎ温泉四季彩 

文化センター 

つなぎ美術館 

舞鶴城公園 

津奈木駅 
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２－５．社会状況・経済状況                        

（１）自動車運転者の改善基準告示の改正 

自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）は、「自動車運転者の労働時間

等の改善のための基準の一部を改正する件」（令和４年厚生労働省告示第３６７号）により令和４

年１２月に改正され、令和６年４月から適用されます。改正により、自動車運転の業務に時間外

労働の上限規制が適用されるとともに、改善基準告示に定める拘束時間等の基準も定められます。 

＜改善基準告示の概要＞ 

改善基準告示とは、平成元年に労働大臣告示として制定された 「自動車運転者の労働時間等の

改善のための基準」のこと。すべての産業に適用される労働基準法では規制が難しい拘束時間

（始業から終業までの時間（休憩時間を含む））、休息期間（勤務と勤務の間の自由な時間）、運

転時間等の基準で、自動車運転者の業務の特性を踏まえ、労働時間等の労働条件の向上を目的

としている。 

 

①バス運転者 

表 2-7 改正後の拘束時間（バス運転者） 

 １年の拘束時間 １か月の拘束時間 １日の休息時間 

改
正
前 

原則：３，３８０時間 

最大：３，４８４時間 

原則：２８１時間 

最大：３０９時間 

継続８時間 

 

改
正
後 

原則：３，３００時間 

最大：３，４００時間 

原則２８１時間 

最大：２９４時間 

基本：継続１１時間 

下限：継続９時間 

 

②トラック運転者 

           表 2-8 改正後の拘束時間（トラック運転者） 

 １年の拘束時間 １か月の拘束時間 １日の休息時間 

改
正
前 

３，５１６時間 原則：２９３時間 

最大：３２０時間 

継続８時間 

 

改
正
後 

原則：３，３００時間 

最大：３，４００時間 

原則：２８４時間 

最大：３１０時間 

基本：継続１１時間 

下限：継続９時間 

 

③タクシー運転者 

表 2-9 改正後の拘束時間（タクシー運転者） 

 日勤の 1か月の拘束時間 日勤の１日の休息時間 

改
正
前 

２９９時間 継続８時間 

改
正
後 

２８８時間 
基本：継続１１時間 

下限：継続９時間 出典：厚生労働省ＨＰ 
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（２）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正 

 令和２年１１月の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正により、地域公共交通計

画が創設されました。地域公共交通計画は、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」

を明らかにするマスタープランの役割を持っています。地域公共交通計画策定後は、ＰＤＣＡサ

イクルに基づき計画の評価や改善を図っていきますが、評価を行うために利用者数や収支等の定

量的な目標設定が求められています。 

 さらには、法改正により、従来の公共交通に加え、地域の多様な輸送資源も計画に位置付ける

ことになりました。路線バスについては、生産性の向上を図るとともに、地域の実情に応じたダ

ウンサイジング等による最適化が求められるようになっています。 

 

＜地域公共交通の再生及び活性化に関する法改正の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

（２）アフターコロナにむけて 

 

 

（３）ＳＤＧｓに向けた取り組みの推進 

平成２７年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」

において、令和１２年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標としてＳＤＧｓが定めら

れました。 

ＳＤＧｓは 17の目標、169 のターゲットから構成され、交通分野では、主に、目標 11「住み続

けられるまちづくりを」が関係してきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）地方公共団体による「地域公共交通計画」（マスタープラン）の作成を努力義務化 

 →国が予算・ノウハウ面の支援を行うことで、地域における取組を更に促進 

イ）従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、福祉運送、 

スクールバス等）も計画へ位置付け 

→バス・タクシー等の公共交通機関をフル活用した上で、地域の移動ニーズにきめ細やかに

対応 

ウ）定量的な目標（利用者数、収支等）の設定、毎年度の評価等 
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（４）ＤＸの推進 

 ＤＸとは、ＩｏＴやＡＩなどの先端技術を活用し、業務や日常生活の効率化・利便性向上を図

ることです。人口減少が進む中で、企業や行政において積極的に取り組むことが求められていま

す。また国では「デジタル田園都市国家構想」を掲げ、地方都市のスマートシティ化を目指して

います。 

 

 

（５）熊本県における交通・観光事業者の最新状況 

 熊本県の輸送実績について、一般乗合バス及び鉄道の輸送収入は、新型コロナウイルス感染症

発生前（令和元年度）にまで回復しています。 

一方で、タクシーの輸送収入は、令和元年度比の 78％に留まっている状況と現在も厳しい状況

が続いています。 

＜表 2-10 熊本県内の交通事業者の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年：▲ 令和３年：■ 

令和４年：◆ 令和５年：● 

資料：九州運輸局「九州における交通・観光事業者の最新状況」 

 

 

 

 


